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1 改革の これまでの 経過

新潟大学におけ る教養教育の改革の た めに平成 8 年

度に策定された ｢ 平成 9 年度以降の 教養科目改善の方

向 (中間報告) + は ､ とりわけ外国語教育の 改革を急

務とし､ 単位 の 見直しを含む抜本的改善の提案を行 っ

て い る｡
-

外国語8 単位の 履修を可能とする重点学習

の 導入 と並ん で ､ 週 4 コ マ の 集中 コ
ー ス を提唱 して い

る ｡

こ の ｢ 中間報告+ が どの ような形 で具体化される こ

とになるかは別と して ､ こ れま で 本学で展開されてき

た外国語教育改革の議論は ､ 専らそ の 制度的側面に集

中して進められてきたと言 っ て よい で あろう ｡ い わゆ

る大綱化を承けて改革の 第
一

歩とな っ た平成 5 年度の

教育体制の見直しで は ､ 外国語教育にた い する空洞化､

形骸化の批判に少人数教育を目標として掲げる ことで ､

そ れま で平均8 0 人 ( 初修外国語) を超 えるク ラ ス 規模

の 半減縮小に よ っ て応え ようと した ｡ そ して 現在 ｢ 中

間報告+ を平成10 年度に向け て具体化するため の 検討

作業におい て も､ や はり外国語教育の 制度的条件の改

善が議論の 中心を成 して い る｡

こ れ ま で外国語教育の 改革に つ い て は､ 大綱化以来

全国的に も外国語教育の 意義と目標の 見直 しからは じ

まり､ 教材 ､ 教授法の 工夫改善に至 るまで ､ 実に様 々

な レ ベ ル で議論が展開されてきた ｡ 外国語教育を構成

し規定する要因を敢えて 単純化 し､ -
- ドと
'
ソ フ ト の

両面に分け て 捉え るならば､ 本学が これまで 主 と して

- - ドと して の 制度的側面に的を絞 っ て改革を進め て

きた こ とは ､ ソ フ ト面にかかわる議論の 多くが ､ い わ

ば百花練乱の観を呈 して 収赦する先をい まだ見通せ な

い 現状を見るならば ､ 教育環境の確実な改善の ため の

現実的な対応として ､ 大い に評価されてよい と思われ

る｡ - - ドと ソ フ ト は相互に規定 しあうもの で あり､

そ の 一

方 の議論を欠い た改革は元来ならば改革の 名に

値 しな い とも言え ようが ､ こ れは理想論 で ある｡ 制度

改革以前の ､ 講義に等 しい ようなク ラ ス 規模に表れた

劣悪な教育状況を思い 起こすならば ､ 少なくとも教育

の 少ノ､ 数化と集中化と いう - - ドの改善は ､ 当初はそ
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れ自体が自己目的と し て追求されるだ けの 十分な意味

が あ っ たと言える で あろう｡

しか し他面､ 劣悪な制度的条件の改善はそ の まま教

育の 改善に結び つ くとい う期待には ､ 言うまで もなく

一

定 の 留保が必要で ある ｡ 確か に制度的に学習環境を

整備することは ､ 教授法などの工夫以上 に重要で ある ｡

どの ようなすぐれた教授法も 一

定 の教育環境なしでは

絵に措い た餅に等しい か らで ある｡ 制度の 改革はい わ

ば教育の 量的側面にかかわるもの で ある ｡ こ れがそ の

まま教育の質的側面の 改善に無条件で つ なが っ て ゆ く

もの で はない ､ と い う ことを私達は既に本学の改革の

流れの 中で体験して い る｡

2 現状の評価

平成 5 年度に実現した少人数ク ラ ス 制は ､ こ れがそ

れ以前に比 べ て相対的に少人数で あるに過ぎない とい

うことを考慮に入れると して も､ 4 年経過 した今そ の

評価は大きく分かれて い る｡ 肯定的に見るとすれば ､

こ の 5 年度改革は絶対的少人数教育の 実現の ため の第

一

歩 で あ っ た と い う こ と で あり ､ 平成 7 年度 の 週 4 コ

マ の 集中 コ ー ス の 開設に道を拓い た点で評価される｡

否定的に見る立場からは単位数の半減に起因する学生

の 意欲の減退とい うこ とが強調され ､ それ以前の 大規

模ク ラ ス で の 2 年間 の教育の 方が到達度は もと より､

学生 の 意欲におい ても勝 っ て い た ､ とい う指摘すら少

数で はあるが見受ける｡ こ の 見方に立て ばい わゆる少

人数クラ ス は何 の改善ももたらさなか っ た こ とになる｡

しか し5 年度改革を肯定的 ､ 否定的どちらに評価す る

にせ よ､ 期待 した成果が あが っ て い ない とい う認識に

おい て共通 して い ると思われる｡ 外国語の 改革を急務

とする ｢ 中間報告+ が こ の認識に立 つ こ とも当然の こ

とと言わなければならない ｡

少 し現状を振り返 っ て み よう｡ 例 えば理学部と工学

部で行 っ て い る学生の ア ン ケ ー ト調査の結果を見ると ､

英語に つ い て はほぼ8 0 % の 学生が ､ 学力が低下 した ､

ない しあま り変わらない ( 理学部 : ｢ 教育改善の た め

の ア ソ ケ - ト の実施とそ の結果+ ) と して い る｡ 初修

外国語に つ い て は7 0 % を超える受講者が選択科目にす

べ き で あ ると し､ そ の 場合自分は受講 しな い で あろう

と い う学生が約半数を占め て い る ( 工学部 : ｢ 学生か

らみた教育の 現状と評価+ ともに 本年報第 1 号) ｡ こ

の事実は重く受け とめ なけ ればならない で あろう ｡ こ

こ に は学生の 多くが外国語学習の 意義を実感 し得ない

で い る様子が浮か び上が るだけでなく ､ 年間膨大な時

間と労力の 投入を強い られながら､ そ れに見合う成果

を展望で きない で い る大量の学生の姿が ( おそ らく教

師の 姿も) ある｡ こ れら の学生の 多くか らすれば無用

の 無駄にさらに無理を重ね て い るというの が実感で あ

ろう､ と 言えば大袈裟に過 ぎるで あ ろうか ｡ い ずれに

せ よ現状で は教育の成果を語る前提すら充たされて い

ない と言わざるを得ない ｡

無論､ 選択科目にす べ きだと い う学生に よる評価が

大半を占めるからと い っ て ､ 初修外国語の学習そ の も

の の 意義を問い 直し､ 選択制に移行するとすれば､ そ

れは早計に過ぎる で あろう｡ 学生 の 反応によ っ て教育

科目の 意義が決ま るもの で は な い からで ある｡ しか し

同時に過半数を大きく超える学生がそ の 意義を認め な

い学習を強い られ､ 成果を実感できない で い る現状は

こ のまま放置されて よ い もの で はない ｡

言うま でもなく学生の外国語にた いす る意欲の 減退

という傾向は ､ 教育制度の 不備に起因させ て済ませ る

ことは で きない ｡ こ の 背景には外国語と異文化にた い

する需要と受容の社会的な規模 で の歴史的な変容があ

る ｡ ( こ れに つ い て は本年報第 2 号 で 触れた の で反復

は避けるが ､) 我 々 に と っ て問題とす べ きは ､ 大学 で

英語の他にもう
一

つ の 外国語を学ぶ ことが ､ 社会的に

も個人的にも最早か っ て の 自明性を失い ､ 学生 の 多く

にと っ て制度上や むを得ない ことと して しか了解され

て い ない 現状の なか で ､ なお外国語教育の 意義を回復

し､ こ れが本来有する教育上 の 可能性をで きるだ け広

く展開 しようとするならば､ ど の よう な制度的条件と

教育の あり方が求められるのか ､ 問う こ とで あろう｡

3 初修外国語の複層的教育

人文学部で は ｢ 中間報告+ の提言を承け､ 初修外国

語の ワ
ー キ ン グ ･ グ ル ー プ委員を中心に平成 8 年度の

春か らほ ぼ 一

年を掛け て 具体的な改革案の 策定に取り

組ん できた｡ 最大 の検討課題は上述した ような現状の
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認識の 上 に立ち ､ い か に し て学生に外国語学習の 意義

を認めさせ ､ それとともに学習の 意欲を喚起するかと

いうことで あ っ た｡ 委員の間で 一

応 の成案を得たの で ､

以下にそ の概要を紹介し､ 改革 の議論に資 した い ｡

3 - 1 改革の基本的な考え方

重点学習を可能に し､ 学生 の希望す る
-

外国語の習

熟度を深める ｡

全学生
一

律 の 履修形態を見直 し､ 学生 の実状に見合

う複層的な教育を行う｡ 即ち外国語学習に意欲を見い

だせ ない 学生に対 して は ､ 講義科目を新設 し､ 言語と

文化に つ い て の 理解を進めながら､ 外国語学習の 意義

を理解させ ると同時に学習意欲の 喚起を図る｡ 他方入

学時に
-

外国語の 履修を希望する学生に対 して は少人

数集中教育に よ っ て応え る｡

3 - 2 改革の制度的枠組み

外国語卒業要件単位を現行の ｢既修 4 ＋初修 4 + か

ら ｢ 既修 2 ＋初修 2 を含む 8 単位+ とする｡ 高い 到達

度が見通せ る ことは学習 へ の 意欲的な取り組み に不 可

欠で あり ､ こ れには学びた い もの を自由に選択できる

の で な ければな らな い ｡

3 - 3 具体的な教育体制

基本的に従来の
一

般 コ ー ス を廃止 し､ 言語文化基礎

講義と集中 コ
ー ス を中心 に教育体制を

一

新する｡ 入学

時に ア ン ケ
ー ト調査を行い ､ 学生 の志望を以下に挙げ

るⅠとⅠⅠに大別 し､ そ れぞ れに適切な学習の 機会を提

供する｡

Ⅰ 入学時に履修 した い 外国語が決ま っ て い る場合一

前期集中 コ ー ス で 学習開始する

ⅠⅠ ど の 外国語を選択す べ きか決めかね て い る､ な い

し外国語の 学習に意欲が ない場合一言語文化基礎講

義か ら入 る

Ⅰ の 場合 : 少人数集中教育によ っ て初修外国語の運用

能力の確実な基礎を修得させる

前期

初級前期集中 コ ー ス

( 4 単位)

ドイ ツ語 中国語

フ ラ ン ス 語 朝鮮語

ロ シ ア語

後期

中級 コ
ー ス

( 1 - n 単位)

初級 ス ペ イ ソ 語 通年 4 単位

尚､ 初修外国語の 学習に特に意欲の ある学生は学部枠

を超え て通年集中 コ ー ス を履修する ことが で きる｡

人文学部通年集中 コ
ー

ス ( 通年 8 単位)

ドイ ツ語 フ ラ ソ ス 語 ロ シ ア 語 中国語

ⅠⅠの 場合 : 言語と文化に つ い て講 じ､ 異文化理解を進

めながら外国語学習 へ の意欲を掘り起こす｡

前期 後期

言語文化基礎講義

( 2 単位)

ドイ ツ言語文化

フ ラ ン ス 言語文化

ロ シ ア 言語文化

中国言語文化

朝鮮言語文化

初級後期集中 コ ー ス

( 4 単位)

ドイ ツ 語

フ ラ ソ ス 語

ロ シ ア語

中国語

朝鮮語

言語文化基礎講義は人文系及び外国語系科目と して

開講する｡ 複数科目 の 受講が望ま しい が ､ 外国語系科

目と して は 1 科目 2 単位まで認定する｡ 言語 と文化 ､

音韻 ･ 文法体系の特徴を
一

通 り概観 して おく ことは学

習上 の効果もあるが ､ それ以上 に他言語と文化圏 へ の

関心と理解を深め ながら言語学習 へ の 意欲に繋げるこ

とが狙い で あ る｡

後期集中 コ
ー

ス は講義受講後に
-

外国語わ履修を希
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望する学生の ため の コ ー ス で あり､ 相応 の 動機を前提

に少人数集中クラ ス の 利点を最大限活か した教育を行

う｡ 全 コ ー ス に ネ イ テ ィ ヴ ･ ス ピ ー カ ー を投入 し4 能

力の 高度な運用力を養成する｡

2 年次以降には これまで と同じく全初修外国語の 中級

コ ー ス を開講 し､ 学生 の期待する到達度の実現を図る ｡

以上が初修外国語の改革案の 概要で ある｡ 言語文化

基礎講義と並んで もう
ー

つ の 柱とな っ て い る集中 コ
ー

ス に つ い て は ､ 既 に 4 年前から実施され てきた人文学

部の集中 コ
ー

ス が ､ 学生 の学習意欲と目的意識の開発 ､

それに よる高い 到達度という点で大きな成果をあげて

い る ことが幾度か報告されて おり ､ また平成 9 年度か

らは法 ､ 経済ブ ロ ッ ク にお い て も ドイ ツ語だけ で はあ

るがそ れぞれに集中 コ
ー

ス が 開設され､ こ れが現時点

では実効ある教育体制の 最も現実的な選択肢で あると

思われる｡

なお､ こ の 改革案の 施行に当た っ て は当面試行期間

を設け ､ 現行 の
一

般 コ ー ス を段階的に集中 コ
ー ス に移

行させ る必 要が ある｡
一

つ に ｢ 既修 2 ＋初修 2 を含む

8 単位+ とする重点学習の 導入 に よ っ て英語と初修外

国語の 間で学生の 聴講動向に大きな偏 りが生 じる こと

も予想されるが ､ それぞ れの 受け入 れ可能数に限度が

あるため で ある ｡ また現段階で は担当教員の不足な ど

か ら ､
一

部 の初修外国語が講義とそれ に続く集中 コ
ー

ス を開設 できな い 事情にある ｡

ま た改革に向けて 各学部はそれぞれ
一

貫教育の 立場

か ら外国語教育の 見直 しと位置付け を行うが ､ 当然な

がら多様な結果が予想される ｡ 改革を円滑に進め るた

めにも実施学部との 綿密な協議のみ ならず､ 全学 一 律

の 改変を前提とす るの で はなく ､ 年次進行などを含め

各学部の 事情が反映 しやすい ブ ロ ッ ク毎の 協議と改革

に道を拓い ておく ことも必要と思われる ｡

4 おぁりに

｢ 中間報告+ を承けた改革の議論は少人数化､ 集中

化また講義の 導入 など主に外国語教育の -
-

ド面 の 改

革を め ぐ っ て 展開され る こ とが予想され る｡ ｢ 中間報

普+ がど の ような形で 具体化される ことになるにせ よ､

こ れは い わば教育の物理的条件を整備した もの に過ぎ

ない と見る べ き で あり ､ こ れによ っ て 改革が終わ る の

で な い こ とは言うまで もな い ｡ 劣悪な教育環境が - -

ド面だけが先行する改革を正 当化 して い た状況が克服

されたとすれば､ 次 の課題と し て外国語教育の 質的側

面の見直 しが 問われ る こ ととな る で あろう｡ 例 えば質

的側面にと っ て重要な要因である学習 - の 意欲 ､ モ テ ィ

ベ -

シ ョ ソ そ して学習の意義などは ､ 言語と して の 外

国語をそ の 対象とす る限り ､ 単に社会的にまた教育制

度によ っ て 与えられるもの で はな い こ とは明らか で あ

る ｡ 特定 の 言語能力を修得する意義､ ない しそれにた

い する意欲は ､ 同時に大きく学ぶ主体の判断に委ね ら

れる ｡ そ して 私たちは ､ こ の 主体 の 判断が教育実践の

あり方と深く関わ っ て い る こ とも経験的に知 っ て い る｡

教育次第で意欲も意義も作り出せ る と言 っ て も過言で

はな い ｡ - - ドに つ い て と同様 ､ な い しそ れ以上 の議

論の 深まりを ソ フ ト に つ い て も期待する所以である｡
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